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［「τ的」了
・
宮頚癌 の 発 癌 リ ス ク と して の p53 　 codQn

72 の多型に つ い て 検討す る こ とを目的 と した。

［方法］子宮頸癌症例 158 例 を対象と した c，内訳

は 、扁 平 上 皮 癌 131 例 、頚部腺癌 18 例、腺扁

平上 皮癌 9 例 で あ っ た tt 川尻 ら （Carc　inogenesis

14：ユ085，1993 ）の 公表 した健常 347 例 を対照

と した 。 方法 は 、末梢ifロ．リ ン パ 球 よ り i〕NA を抽出

し、MASA法お よ び PCR−RFLP法 で 、p53 遺伝子 codon

7Z の Prr）／Argを決定 した、，

1結果］対
．
照 群 で は、Arg／Arg　41．5％ （144例 ）、

Arg／Pro　47．6？6　〔165　f列　）　、　Pro〆Prr）　ユ1．0％　（38

例 ）で あ っ た 。 扁亊 ヒ皮癌群 で は、Arg／Ar・g38 ，跳

（50 ｛列　）、Arg／Pro　48，9％（64佰旦　）、ProfPro　l3．0％

（工7例 ）で あ っ た c 腺癌佯 で は、Arg／Arg6L 　l7S

（11ギ列　）、Arg／Pro　27．8％（5　i列　）、Pro／Pro　11．1％

（2t夕
’
］」）で あ ・

⊃ た 。 腺扁平 ｝」支癌群で は 、ArgfArg

33．3％　（3 ｛列　）　、Arg／Prc｝66．7％　（61列　）　、　Pro／Pro

〔｝．0％ （O 例 ） で あ っ た。Chi−square 検定 の 結果

は 桶 平 ヒ皮癌群 P＝〔〕．73、腺癌群 P＝0．22、腺扁平

ヒ皮癌群 P＝0．41 で あ っ た、、

［結論］・F宮頚癌 の 発癌 リス ク と p53　codOn 　72 多

型 に つ い て は、扁平 ヒ皮癌 との 間に は 関連 が 認め

ら れ な か っ た 。 日PV　type を考慮に 入 れ た 検討 も行

っ て い る tt

　 「目的亅1［iiymidine　Phosphorylage （TdRPfrse） は 血

管新生との 関連が注口さ れてお り、腫瘍 の 抗癌剤

に対す る感受性 の 指標 とな る 可能性が 小 唆され て

い る。そ こ で、本研究 に お い て は、子 宮頚部罵 平

ヒ皮癌 におけ る T（RPase の 免疫組織 学的発現 と そ

の 放射 線 感受性 と の 関連 に つ い て 検 討 した。1方
法］当科 にて 子宮頚癌 の 診断 の も と放 射線療法 を

受けた 患者 の うち、紐織学的効果判定基 準に照 ら

し合わ せ 、放 射線 感 受性 群 （gr油 2−3） ユ4例と放

射線非感受性群 （gra〔leo・−1） B 例を 対象 と した。

なお 、照射総線量は全例外照射 で 66〜76Gyで あ っ

た．放射線照射前 に 生検され た ホ ル マ リ ン固定標

本 を用 い 、パ ラ フ ィ ン包埋叨片 を作製 し、 一
次抗

体 に 抗 TdRPase モ ノ ク ロ
ー．一

ナ ル折体 （H 本 ロ シ こ1

よ り供 与）を使 い、ス トレ プ トア ビ ジ ン ビオ チ ン

法にて検討 した 。 発現態度は、陰性 ： （
一
）弱陽

性 ： （± ）陽性 ：　（＋）　強1湯
．1生 r　（＋

・
「
一）とした。

「成績1放射線感受性群 に お い て は、組 織 型 は 大細

胞非角化型 11例、角化型 2例、小 細胞型 ユ例で あ っ

た 。TdRPage の 発現 は 感 受性群 ユ4例中、強陽性7例

　（5任〕，〔〕％）　「場十生31列　　（2工4％）　車／，｝陽［生4｛列　　（28，6％）

陰性｛｝例 （0％）で あ っ た。放射線非感受性群 にお

い て は、組織型 は 大細胞 非角化型 11例、角化型2

例で あ っ た 。 TdRPaseの 発 現は非感受性群 ユ3例 の

うち 強陽性 3例 （23．1％ ）陽
・
性2例 （15．4％ ）弱陽

性2例 （15，4 ％）陰性6例 （46．2％ ）で あ っ た。な

お、組織型の 違 い に よ る 反応の 変化は見られな か っ

た 。【結論］放射 線感 受性 の あ る 子 宮頚癌 で は

TdRP 慾 e陽性 と な り、一．一・
方、　 TdRPase 陰性 の もの は

放射線感受性 が 低 い 事が明 らか とな り、治療効果

推定 に 有 用 で あ る こ と が示 唆 さ れた 。
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